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今年度新

2

族との

今年度

動を考

①病院基本方針

教育部門

  ②

団活動

  ③

  病院内

す。 

さあ

2017.4.24 

今年度新たに看護管理者

2 名は、役割を

の関係性が構築

今年度は病院理念

考えました。

病院基本方針

教育部門の

②医療看護の

団活動というツールや

③急性期病院

病院内や看護局内

 

さあ、明日からも

看護管理者

を遂行しようとする

構築でき看護

病院理念と基本方針

。どんな組織にしていきたいか

病院基本方針に「豊かな

の一元化を加速化

の質にこだわり

というツールや日本看護協会事業

急性期病院だからこそ退院支援体制

看護局内で智恵

からも患者さんのため

 

救命救急

6B 病棟看護長

看護管理者の仲間入りをした

しようとする行動

看護モデルとなっています

基本方針が若干変更

にしていきたいか

かな人間性を有

加速化 

にこだわり、患者さん

日本看護協会事業

退院支援体制

智恵やエネルギーを

さんのため、病院職員

救命救急センター

病棟看護長 安藤多恵子

りをした 2 名を

行動力や周囲からの

モデルとなっています

若干変更され、

にしていきたいか!!!それはー

有する医療人

さん家族の方へ

日本看護協会事業を活かしていくこと

退院支援体制を強化 

やエネルギーを出し合

病院職員のために

センター看護長 神谷弥生

安藤多恵子

を紹介します

からの厚い信頼度

モデルとなっています。 

、それを加味

それはー 

医療人の育成」が

へ還元していくことを

かしていくこと

合い適切な組織

のために頑張ります

神谷弥生さん（

安藤多恵子さん 

します。 

信頼度があり

加味して看護管理者内

が追加されたことを

していくことを強化

かしていくこと。 

組織を築いていきたいと

ります。 

（左） 

があり、何よりも患者家

看護管理者内の昇格異

されたことを踏まえ

強化。それには

いていきたいと思

患者家

昇格異

まえ、 

それには小集 

思いま


